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支
那
印
度
の
木
星
紀
年
法
の
起
原

飯
島
忠
夫

木
星
の
週
期
と
太
歳
　
支
那
に
於
て
、
年
に
十
二
支（
古
名
十
二
辰
）を
配
当
す
る
の
は
、
木
星
か
ら
脱
化
し
た
思
想
上
の

産
物
な
る
太
歳（
又
の
名
は
太
陰
、
歳
陰
、
蒼
龍
、
青
龍
、
天
一
）と
い
う
神
が
木
星
と
反
対
の
方
向
を
取
っ
て
天
を
運
行
す
る
週

期
を
標
示
す
る
為
で
あ
る
。
此
の
神
は
天
神
中
の
最
も
尊
貴
な
る
も
の
と
称
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
占
星
術
を
組
織
す
る
必
要
か

ら
生
じ
た
も
の
で
、
其
の
週
期
は
木
星
と
同
一
で
あ
る
。
木
星
が
日
出
前
に
始
め
て
東
空
に
其
の
姿
を
現
わ
す
の
は
、
常
に
三

百
九
十
八
日
余
を
隔
て
て
起
る
と
こ
ろ
の
現
象
で
、
其
の
起
る
日
は
毎
年
約
一
個
月
づ
つ
後
れ
、
且
つ
漸
次
に
其
の
現
わ
れ
る

星
座
を
変
じ
、
約
十
二
年
を
経
て
又
最
初
の
状
態
に
復
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
木
星
の
週
期
は
古
代
に
は
十
二

年
と
し
て
知
ら
れ
て
居
た
。
又
太
陽
が
星
座
の
上
を
移
動
す
る
状
態
を
観
測
す
る
と
き
は
、
一
年
間
に
天
を
一
周
し
て
最
初
の

位
置
に
復
す
る
様
に
見
え
る
。
月
は
又
此
の
間
に
十
二
回
太
陽
と
合
し
て
は
又
離
れ
て
、
此
等
の
星
座
の
上
に
逐
次
に
其
の
位

置
を
占
め
て
行
く
。
此
の
事
実
に
本
づ
い
て
、
日
月
の
天
を
一
周
す
る
道
を
十
二
次
に
等
分
す
る
。
木
星
の
移
動
す
る
道
も
殆

ど
日
月
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
此
の
十
二
次
は
直
に
木
星
の
毎
年
の
位
置
を
標
示
す
る
為
に
も
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の

如
く
し
て
、
太
陽
が
天
を
一
周
す
る
間
に
起
る
月
の
数
と
、
木
星
が
天
を
一
周
す
る
間
に
起
る
年
の
数
と
が
等
し
く
十
二
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
古
代
の
天
文
学
者
は
、
此
の
十
二
の
数
に
神
秘
的
価
値
を
与
え
て
、
そ
れ
を
占
星
術
に
使
用
し
、
月
と
年
と
に
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対
し
て
陰
陽
消
長
の
意
義
を
寓
す
る
十
二
支
を
配
当
し
、
更
に
そ
れ
を
一
般
的
に
拡
張
し
て
日
に
も
時
刻
に
も
方
位
に
も
及
ぼ

し
た
。
木
星
の
神
な
る
太
歳
は
此
の
占
星
術
の
組
織
の
中
に
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
後
、
天
文
学
が
漸
く
発
達
し
て
、
木

星
の
週
期
を
十
二
年
よ
り
　や

や稍　
短
い
も
の
と
定
め
て
か
ら
、
終
に
後
漢
の
時
代
に
入
っ
て
、
太
歳
は
木
星
と
分
離
さ
れ
、
十
二
年
の

週
期
を
維
持
し
つ
つ
現
今
ま
で
引
続
き
使
用
さ
れ
て
居
る
。
此
の
週
期
は
又
十
干
と
配
合
し
て
更
に
六
十
年
の
週
期
を
形
造
る
。

太
歳
の
運
行
と
十
二
支
　
十
二
次
は
冬
至
の
日
に
於
け
る
太
陽
の
位
置
即
ち
冬
至
点
を
其
の
中
央
の
点
と
し
た
と
こ
ろ
の

区
劃
を
以
て
其
の
順
序
の
第
一
と
す
る
。
其
の
名
称
を
順
次
に
列
挙
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

1
、
星
　
紀（
丑
）

2
、
玄
　
枵（
子
）

3
、
娵
　
訾（
亥
）

4
、
降
　
婁（
戌
）

5
、
大
　
梁（
酉
）

6
、
実
　
沈（
申
）

7
、
鶉
　
首（
未
）

8
、
鶉
　
火（
午
）、
9
、
鶉
　
尾（
已
）

10
、
壽
　
星（
辰
）、
11
、
大
　
火（
卯
）、
12
、
析
　
木（
寅
）

こ
れ
は
日
月
惑
星
が
星
座
の
上
を
西
よ
り
東
に
移
り
行
く
順
序
で
あ
る
。
太
歳
の
巡
る
順
序
は
こ
れ
と
逆
行
し
、
木
星
が
星
紀

に
居
る
年
に
は
太
歳
は
析
木
に
居
り
、
玄
枵
に
居
る
年
に
は
大
火
に
居
る
。
析
木
を
寅
と
呼
び
、
大
火
を
卯
と
呼
び
、
順
次
に

辰
已
午
未
申
酉
戌
亥
子
丑
と
呼
ぶ
。
太
歳
が
寅
に
居
る
年
を
攝
提
格
と
呼
び
、
以
下
順
次
に
左
の
如
き
名
称
を
附
す
る
。

1
、
攝
提
格（
寅
）

2
、
単
　
閼（
卯
）

3
、
執
　
徐（
辰
）

4
、
大
荒
落（
巳
）

5
、
敦
　
牂（
午
）

6
、
協
　
洽（
未
）

7
、
涒
　
灘（
申
）

8
、
作
　
噩（
酉
）

9
、
閹
　
茂（
戌
）
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10
、
大
淵
獻（
亥
）

11
、
困
　
敦（
子
）

12
、
赤
奮
若（
丑
）

年
の
十
二
支
の
順
序
が
寅
か
ら
始
ま
っ
て
居
る
の
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
子
か
ら
始
め
る
の
は
前
漢
末
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
。

古
典
に
見
え
る
木
星
の
記
事
　
木
星
の
本
名
は
歳
星
で
あ
る
。
そ
れ
を
木
星
と
い
う
の
は
五
行
説
を
適
用
し
た
の
で
あ
る
。

年
の
こ
と
を
「
歳
」
と
い
う
の
は
即
ち
此
の
星
の
名
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
古
典
の
中
に
歳
星
の
所
在
を
記
し
て
あ
る

も
の
は
、
国
語
と
左
伝
と
に
見
え
る
も
の
で
、
殷
の
湯
王
が
夏
の
桀
王
を
伐
っ
た
年
を
最
古
と
す
る
。
次
は
周
の
武
王
が
殷
の

湯
王
を
伐
っ
た
年
の
も
の
で
、
そ
れ
か
ら
は
直
に
春
秋
時
代
に
於
け
る
約
十
個
の
記
事
に
移
る
。
其
の
後
は
秦
の
始
皇
帝
の
時

に
一
個
の
記
事
が
あ
り
、
漢
代
に
入
っ
て
更
に
多
く
の
資
料
を
遺
し
て
居
る
。

左
伝
国
語
の
木
星
記
事
と
劉
歆
　
左
伝
国
語
を
根
拠
と
し
て
木
星
の
週
期
を
論
じ
た
も
の
は
前
漢
末
の
劉
歆
か
ら
始
ま
る
。

劉
歆
は
木
星
の
運
行
を
以
て
百
四
十
四
年
に
一
次
を
超
え
る
も
の
と
し
て
、
其
の
創
作
し
た
三
統
暦
の
中
に
そ
れ
を
採
用
し
て

居
る
。
劉
歆
は
寧
ろ
三
統
暦
の
正
し
い
こ
と
を
左
伝
国
語
に
拠
っ
て
証
明
し
た
観
が
あ
る
。
木
星
が
一
次
を
超
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
木
星
の
真
の
週
期
が
十
二
年
よ
り
は
　や

や稍　
短
い
の
で
、
其
の
一
年
の
行
程
が
一
次
よ
り
は
　や

や稍　
広
く
毎
年
次
第
に
深
く
翌
年

の
分
に
侵
入
し
終
に
一
次
に
侵
入
し
盡
し
て
、
其
の
翌
年
に
は
全
く
翌
々
年
の
分
と
さ
れ
て
居
た
所
に
現
わ
れ
る
こ
と
を
言
う

の
で
あ
る
。
此
の
事
を
超
辰
又
は
跳
辰
と
称
す
る
。
百
四
十
四
年
に
一
次
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
此
の
年
数
の
間
に
百
四

十
五
次
を
進
み
了
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
劉
歆
以
前
に
於
て
支
那
の
天
文
学
者
の
取
扱
っ
た
木
星
の
週
期
は
十
二
年
で
あ
っ
た
が
、

此
の
時
か
ら
し
て
そ
れ
よ
り
も
　や

や稍　
短
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

木
星
記
事
と
一
行
　
劉
歆
以
後
七
百
余
年
を
経
て
、
唐
の
一
行
は
更
に
此
等
の
記
録
を
根
拠
と
し
て
新
し
い
研
究
を
行
い
、
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其
の
著
し
た
大
衍
暦
議
の
中
の
五
星
議
の
條
に
次
の
如
く
述
べ
た
。

歳
星
　自
二　
商
　周
一　
　迄
二　
春
秋
之
　
。
季
一　
牽
百
二
十
余
年
而
　超
二　
一
　
。
次
一　
戦
国
後
其
行
寖
急
。
　至
レ　
漢
尚
微
差
。
　及
二　
哀
平
　
。
間
一　
余
勢

乃
盡
。
更
八
十
四
年
而
　超
二　
一
　
。
次
一　
因
以
　為
レ　
常
。

一
行
が
百
二
十
余
年
に
一
次
を
超
え
る
と
し
た
の
は
、
劉
歆
の
三
統
暦
に
拠
ら
な
い
で
、
別
に
新
し
い
週
期
を
定
め
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
国
語
の
記
事
に
よ
る
殷
初
周
初
の
年
の
推
定
が
劉
歆
の
説
と
異
な
っ
て
居
る
こ
と
と
、
春
秋
の
終
に
あ
る
哀
公
十
七
年

の
歳
星
の
所
在
を
三
統
暦
で
は
鶉
尾
と
し
、
一
行
は
鶉
火
と
し
た
こ
と
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
行
が
歳
星
の
速
度
の
変
化

す
る
余
勢
が
盡
き
た
と
認
め
た
前
漢
の
哀
帝
平
帝
の
時
代
は
　あ

た
か恰　も

劉
歆
が
三
統
暦
を
造
っ
た
時
で
あ
る
。
又
八
十
四
年
に
一
次

を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
此
の
年
数
の
間
に
八
十
五
次
を
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
現
今
の
天
文
学
で
は
十
一
年
八
六
強
で
天

を
一
周
す
る
こ
と
と
な
っ
て
居
る
か
ら
、
そ
れ
が
一
次
を
超
え
る
年
数
は
大
約
八
十
五
年
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
八
十
四
年
超
一

次
は
殆
ど
精
密
の
数
に
近
い
。
此
の
数
は
南
北
朝
の
宋
の
祖
沖
之
の
暦
議
に
始
め
て
見
え
る
も
の
で
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　案
二　
歳
星
之
　
。
運
一　
年
恒
　過
レ　
次
。
　行
レ　
天
七
帀
。
輒
　超
二　
一
　
。
位
一　
（
中
略
）　
此
則
盈
次
之
行
。
自
其
定
准
。
　非
レ　
　為
三　
　衍
レ　
度
濫
徙
。

頓
　過
二　
其
　衝
一　
也
。（中
略
）　
夫
　甄
レ　
耀
　測
レ　
象
者
。
必
　料
レ　
分
　析
レ　
度
。
　考
レ　
往
　験
レ　
来
。
准
　以
二　
実
　
。
見
一　
拠
　以
二　
経
　
。
史
一　
曲
辯
砕
説
。

類
　多
二　
浮
　
。
詭
一　
甘
石
之
書
。
互
　為
二　
矛
　
。
盾
一　
今
　以
二　
一
句
之
　
。
経
一　
　誣
二　
一
字
之
　
。
謬
一　
堅
執
偏
論
。
以
　罔
二　
正
　
。
理
一　
此
愚
情
之
　所
レ　

　未
レ　
厭
也
。

祖
沖
之
は
此
の
数
を
以
て
実
測
か
ら
得
た
と
こ
ろ
の
正
確
な
る
木
星
運
行
の
常
数
と
し
、
単
に
経
史
の
謬
れ
る
記
載
を
根
拠
と
し

て
此
の
数
を
疑
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
支
那
の
学
者
の
中
で
稀
に
見
る
所
の
真
正
な
る
学
者

的
態
度
で
あ
る
。
沖
之
が
古
典
に
あ
る
歳
星
の
記
事
を
如
何
に
論
じ
た
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
知
る
べ
き
何
等
の
書
籍
も
伝
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わ
っ
て
居
な
い
が
、
一
行
の
如
く
漢
代
以
前
と
其
の
以
後
と
に
於
て
歳
星
の
速
度
に
差
異
が
あ
っ
た
と
は
決
し
て
認
め
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
一
行
は
国
語
と
左
伝
と
に
見
え
た
歳
星
の
記
事
を
信
じ
て
、「
百
二
十
余
年
超
一
次
」
の
説
を
立
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
歳
星
前
率
を
定
め
、「
八
十
四
年
超
一
次
」
に
よ
っ
て
歳
星
後
率
を
定
め
た
。
一
行
の
説
は
即
ち
古
典
の
記
事
を
根
拠
と
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
実
測
か
ら
得
た
数
を
変
更
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
行
の
如
き
大
家
が
祖
沖
之
よ
リ
二
百
五
十
年
の
後

に
出
で
な
が
ら
、
却
っ
て
此
の
如
き
不
徹
底
の
説
を
為
し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
と
謂
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
一
行
が
国
語
と

左
伝
と
の
歳
星
記
事
を
解
釈
す
る
為
に
歳
星
前
率
な
る
も
の
を
設
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
一
面
に
於
て
　た

ま
た
ま

偶
　々

此
等
の
古
典
に
於
け
る
歳
星
記
事
が
信
憑
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
居
る
も
の
と
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

諸
暦
の
木
星
週
期
　
木
星
運
行
の
知
識
は
、
三
統
暦
に
於
て
は
な
お
疎
雑
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
の
四
分
暦
以
来
漸
次
に
精

密
に
な
っ
た
。
今
、
漢
書
、
後
漢
書
、
晋
書
の
律
歴
志
及
び
宋
書
の
歴
志
に
よ
っ
て
、
其
の
主
要
な
る
も
の
を
算
出
す
れ
ば
次

の
如
き
結
果
を
得
る
。

木
星
週
期（
年
）

超
辰
年
数

三
　
統
　
暦

一
一
、
九
一
九

一
四
四
、
〇

四
　
分
　
暦

一
一
、
八
七
一

　
九
二
、
○

景
　
初
　
暦

一
一
、
八
四
三

　
七
五
、
四

元
　
嘉
　
暦

一
一
、
八
六
二

　
八
五
、
九

大
　
明
　
暦

一
一
、
八
五
八

　
八
三
、
五
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此
の
大
明
暦
は
即
ち
宋
の
大
明
年
間
に
祖
沖
之
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
元
嘉
暦
の
週
期
は34429

な
る
分
数
で
示
さ
れ
て
居
る

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
現
今
用
い
る
所
の
数
と
殆
ど
一
致
し
て
居
る
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

古
典
の
木
星
記
事
と
欧
羅
巴
の
学
者
　
一
行
以
後
一
千
百
余
年
の
間
は
、
古
典
の
歳
星
記
事
に
つ
い
て
何
等
の
著
し
い
研

究
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
近
世
に
至
っ
て
欧
羅
巴
の
学
者
の
間
に
支
那
の
古
典
が
研
究
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
か
ら
、
之
に
関
す

る
問
題
が
新
に
起
っ
て
来
た
。
そ
れ
はJ

oh
n
C
h
alm

ers

に
よ
っ
て
始
め
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
、
其
の
意
見
はJ

am
es

L
egge

が
英
訳
し
た
左
伝(T

h
e
C
h
in
ese

C
lassics,

V
ol.

V
,
P
art

I,
1872)

の
巻
頭
に
載
せ
て
あ
る
。
其
の
大
要
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

左
伝
の
襄
公
二
十
八
年(B

.C
.545)

の
條
に
、
此
の
年
に
星
紀
に
在
る
べ
き
木
星
が
其
の
翌
年
の
位
置
な
る
玄
枵
に
入
込
ん

で
居
る（
歳
　在
二　
星
　紀
一　
而
　淫
二　
於
玄
　枵
一　
）と
記
し
て
あ
る
が
、
木
星
が
真
に
星
紀
に
在
る
の
は
二
年
後
な
るB

.C
.543

の
こ

と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
此
の
如
く
記
さ
れ
て
居
る
の
は
、
木
星
の
週
期
を
十
二
年
と
し
た
支
那
古
代
の
方
法
に

よ
っ
て
、
そ
れ
よ
り240(12

×
20)

年
後
な
るB

.C
.305

に
於
け
る
実
際
の
観
測
を
本
と
し
て
逆
算
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

或
は
そ
れ
よ
り
前
後
に
十
二
年
を
隔
て
た
頃
の
も
の
を
取
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
故
に
此
の
記
事
の
作
者
は
孟
子
以
前
に
生

存
し
た
人
物
で
は
な
い
。

L
egge

は
此
のC
h
alm

ers

の
説
を
引
用
し
て
、
左
伝
に
於
け
る
歳
星
の
記
事
は
孟
子
以
後
に
於
て
、
秦
又
は
前
漢
の
時
代
に
攙

入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
居
る
。

シ
ヤ
バ
ン
ヌ
の
説
　
其
の
後E

d
ou

ard
C
h
avan

n
es

は
史
記
の
仏
訳(1895)

の
註
で
、
左
伝
、
国
語
、
呂
氏
春
秋
に
見
え

る
歳
星
の
位
置
を
取
っ
て
現
行
の
干
支
に
比
較
し
、
其
の
す
べ
て
が
二
次
づ
つ
後
れ
て
居
る
こ
と
を
認
め
、
又
漢
代
以
後
の
記

事
を
ば
す
べ
て
現
行
の
干
支
に
合
す
る
も
の
と
し
、
此
等
は
何
れ
も
木
星
の
実
際
の
位
置
を
顧
み
ず
し
て
、
単
に
十
二
年
の
週
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期
を
繰
返
し
た
も
の
で
、
漢
代
以
前
及
び
其
の
以
後
に
於
て
二
次
の
差
を
生
じ
て
居
る
の
は
、
其
の
間
に
紀
年
法
が
変
更
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
。

ソ
ー
シ
ュ
ー
ル
の
説
　L

éop
old

d
e
S
au

ssu
re

は
一
千
九
百
八
年（
明
治
四
十
一
年
）のT

’ou
n
g
P
ao

に“L
e
cy
cle

d
e

J
u
p
iter”

を
載
せ
て
、
歳
星
の
十
二
次
を
論
じ
、
前
記
のC
h
avan

n
es

の
説
を
承
け
て
更
に
研
究
を
進
め
、
其
の
後
又
一
千
九
百

十
四
年（
大
正
三
年
）に
於
て
、
同
じ
誌
上
に
数
年
前
か
ら
連
載
し
た“L

es
origin

es
d
e
l’astron

om
ie

ch
in
oise”

の
一
節
と
し

て“L
e
cy
cle

d
e
J
u
p
iter”

を
掲
げ
、
更
に
多
く
の
詳
細
な
る
研
究
を
発
表
し
た
。
同
氏
は
先
ずC

h
avan

n
es

に
従
っ
て
呂
氏
春

秋
に
見
え
た
「
維
秦
八
年
。
歳
　在
二　
涒
　灘
一　
」
を
以
てB

.C
.239

に
当
る
も
の
と
し
、
賈
誼
の
鵬
鳥
賦
に
あ
る
「
単
閼
之
歳
」
を
以

てB
.C
.174

と
し
、
涒
灘
が
申
、
単
閼
が
卯
に
当
て
ら
れ
て
居
る
異
名
で
あ
っ
て
、
現
行
の
干
支
で
はB

.C
.239

が
壬
戌
と
な
っ

て
二
次
だ
け
進
ん
で
居
り
、B

.C
.174
が
丁
卯
と
な
っ
て
　あ

た
か恰　も
符
合
し
て
居
る
こ
と
か
ら
し
て
、
此
の
二
つ
の
年
の
間
に
木
星

の
実
際
の
所
在
を
観
測
し
て
紀
年
法
を
変
更
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
た
。
そ
こ
で
其
の
年
を
以
て
仮
に
両
者
の
中
央

な
るB

.C
.207

に
置
き
、
そ
れ
か
ら
木
星
が
一
次
を
超
え
る
年
数
を
八
十
六
年
と
し
て
、
二
次
を
超
え
る
為
に
要
す
る
年
数
を

86
×

2
=

172

と
し
、B
.C
.207

か
ら
百
七
十
二
年
を
遡
っ
て
、
大
約B

.C
.380

附
近
を
以
て
呂
氏
春
秋
に
あ
る
紀
年
法
が
実
測

を
根
拠
と
し
て
制
定
せ
ら
れ
た
年
代
と
し
、
此
の
年
代
は
史
記
に
見
え
た
甘
公
石
申
な
ど
の
学
者
が
出
て
天
文
学
を
一
新
し
た

時
に
相
当
す
る
と
推
論
し
、
且
つ
又
左
伝
国
語
の
歳
星
記
事
を
以
て
此
の
紀
年
法
に
合
す
る
も
の
と
認
め
、
此
等
の
記
事
は
戦

国
時
代
な
るB

.C
.380

附
近
以
後
に
作
為
せ
ら
れ
て
此
等
の
書
の
内
容
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
居
る
。
し
か
し
尚

歳
星
の
知
識
を
ば
遙
に
古
く
西
紀
前
二
十
四
世
紀
な
る
堯
の
時
代
に
成
立
し
て
居
た
も
の
と
し
た
。

新
城
博
士
の
説
　
其
の
後
大
正
七
年(1918)

に
至
っ
て
、
理
学
博
士
新
城
新
藏
氏
は
、「
芸
文
」
に
於
て
「
歳
星
の
記
事
に
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よ
り
て
左
伝
国
語
の
製
作
年
代
と
干
支
紀
年
法
の
発
達
と
を
論
ず
」
と
題
し
てS

au
ssu

re

と
同
一
の
論
拠
の
下
に
左
伝
国
語
に

含
ま
れ
た
木
星
紀
年
法
が
実
測
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
年
代
を
西
紀
前
四
世
紀
に
置
く
べ
き
も
の
と
し
、B

.C
.365

甲
寅（
現
行

の
法
で
は
丙
辰
）の
年
を
以
て
其
の
適
用
さ
れ
た
最
初
の
年
と
し
た
。
そ
し
て
又
左
伝
国
語
に
於
け
る
多
く
の
豫
言
的
記
事
を
調

査
し
て
、
此
等
は
此
の
年
よ
り
以
後B

.C
.330

よ
り
以
前
に
於
て
著
作
さ
れ
た
も
の
と
論
断
し
た
。
新
城
博
士
も
亦
支
那
の
天

文
学
が
太
古
か
ら
固
有
の
発
達
を
為
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
が
、
し
か
しS

au
ssu

re

と
異
な
っ
て
、
木
星
紀
年
法
の
起
原
を
ば

此
の
年
代
に
置
い
た
。

左
伝
国
語
の
木
星
記
事
と
三
統
暦
　
左
伝
国
語
の
木
星
の
記
事
が
三
統
暦
の
計
算
に
符
合
す
る
こ
と
は
、
其
の
暦
の
作
者

な
る
劉
歆
の
主
張
で
あ
る
。
漢
書
の
律
歴
志
に
其
の
事
が
詳
に
述
べ
て
あ
る
。
後
漢
の
服
虔
も
之
に
よ
っ
て
左
伝
の
註
を
書
い

た
。
晋
の
杜
預
は
三
統
暦
を
信
じ
な
か
っ
た
人
で
あ
る
が
、
唐
の
孔
頴
達
が
杜
預
の
左
伝
の
註
に
附
し
た
疏
に
は
、
や
は
り
三

統
暦
に
拠
っ
て
盡
く
解
釈
を
下
し
て
居
る
。
清
の
康
有
為
は
光
緒
十
七
年(1891)

に
新
学
偽
経
考
を
著
し
て
、
其
の
中
に
、

今
漢
書
律
歴
天
文
五
行
志
。
皆
歆
之
学
。
　与
二　
諸
古
文
　
。
経
一　
　若
レ　
　合
二　
符
　
。
節
一　
月
令
兵
法
亦
然
。
余
皆
　有
二　
糾
　
。
謬
一　
別
　為
レ　
篇
。

茲
　不
レ　
著
。

と
述
べ
て
居
る
が
、
自
分
は
未
だ
其
の
糾
謬
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
康
有
為
が
左
伝
国
語
を
以
て
劉
歆

の
偽
作
と
断
定
し
た
こ
と
か
ら
察
す
れ
ば
、
此
等
の
書
に
あ
る
木
星
の
記
事
を
ば
皆
劉
歆
が
其
自
ら
考
案
し
た
三
統
暦
に
よ
っ

て
作
為
し
た
も
の
と
認
め
て
居
る
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
は
漢
書
律
歴
志
と
左
伝
註
疏
と
に
よ
り
、
傍
らC

h
alm

ers

康
有
為
二
氏

の
説
を
参
酌
し
て
、
更
に
左
伝
国
語
の
木
星
記
事
を
研
究
し
、
終
に
其
の
中
に
百
四
十
四
年
に
一
次
を
超
え
る
と
い
う
三
統
暦
の

知
識
を
含
ん
で
居
る
こ
と
を
認
め
て
、
此
等
の
書
は
前
漢
末
に
於
て
現
在
の
形
を
成
し
た
も
の
と
考
え
、
明
治
四
十
五
年(1912)
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の
東
洋
学
報
に
於
て
愚
見
を
発
表
し
た
。
其
の
後
数
年
に
し
て
、S

au
ssu

re

の
説
が
出
で
、
更
に
新
城
博
士
の
説
が
現
わ
れ
て
、

左
伝
国
語
に
あ
る
木
星
紀
年
法
の
真
相
と
此
等
の
書
の
製
作
年
代
と
は
新
城
博
士
と
自
分
と
の
間
に
討
論
の
問
題
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ュ
ー
ル
と
新
城
博
士
と
の
説
に
対
す
る
批
判
　
其
の
間
に
於
て
自
分
は
支
那
最
古
の
暦
法
がB

.C
.330

か
ら
用
い

ら
れ
た
　ギ

リ
シ
ャ

希
臘　
の
カ
リ
ポ
ス
の
暦
法
と
同
一
の
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
、
又
そ
れ
と
結
合
せ
ら
れ
て
居
る
木
星
紀
年
法
がB

.C
.330

を
上
限
と
し
てB

.C
.300

附
近
の
実
測
に
合
す
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
支
那
最
古
の
暦
法（
こ
れ
は
秦
の
始
皇
帝
の
二
十
六
年

か
ら
漢
の
武
帝
の
元
封
六
年
ま
で
行
わ
れ
た
顓
頊
暦
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
自
分
は
仮
に
そ
れ
を
古
顓
頊
暦
と
名
づ
け
、
時

と
し
て
は
黄
帝
暦
と
も
呼
ん
で
居
る
。）は
木
星
紀
年
法
と
共
にB

.C
.330

以
後
即
ち
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
の
ペ
ル
シ
ヤ
征
服
後
に

於
て
西
方
か
ら
伝
来
し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
支
那
的
色
彩
が
濃
厚
に
施
さ
れ
て
居
る
も
の
と
認
め
、
大
正
十
年(1921)

に
そ
れ

を
東
洋
学
報
に
発
表
し
た
。
此
の
木
星
紀
年
法
の
実
際
の
資
料
と
な
る
も
の
に
は
、C

h
avan

n
es,

S
au

ssu
re

両
氏
の
取
っ
た
賈

誼
の
鵬
鳥
賦
に
あ
る
「
単
閼
之
歳
」
の
外
に
、
淮
南
子
天
文
訓
に
あ
る
「
淮
南
元
年
冬
太
一（
天
一
の
誤
）　在
二　
丙
　子
一　
」
が
あ
る
。

淮
南
王
劉
安
の
元
年
が
漢
の
文
帝
の
十
六
年(B

.C
.164)

に
当
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
推
せ
ば
、
単
閼
即
ち
卯
の
歳
は

文
帝
の
七
年(B

.C
.173)

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
両
氏
の
見
る
所
と
一
年
の
差
が
あ
る
。
鵬
鳥
賦
の
続
き
に
は
「
四
月
孟

夏
。
庚
子
日
斜
」
と
あ
る
が
、B

.C
.173

に
は
四
月
に
庚
子
が
あ
る
。
文
帝
七
年
は
今
の
干
支
で
は
戊
辰
に
当
り
、
文
帝
十
六
年

は
丁
丑
に
当
り
、
何
れ
も
一
年
づ
つ
の
差
が
あ
る
。
然
る
と
き
は
古
暦
の
木
星
紀
年
法
は
現
行
の
も
の
よ
り
一
年
づ
つ
後
れ
て

居
る
の
で
あ
る
。
両
氏
が
漢
初
か
ら
現
行
干
支
が
用
い
ら
れ
た
と
し
た
の
は
誤
で
あ
る
。
新
城
博
士
は
漢
初
の
も
の
に
関
し
て

は
自
分
と
同
説
で
あ
っ
て
、
呂
氏
春
秋
と
左
伝
国
語
と
に
つ
い
て
は
両
氏
と
同
一
の
態
度
を
取
っ
て
居
る
。
さ
て
呂
氏
春
秋
の
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記
事
に
つ
い
て
は
、
自
分
は
⑴
其
の
中
に
あ
る
「
歳
在
」
の
意
義
が
左
伝
国
語
及
び
漢
書
に
於
て
木
星
の
所
在
を
示
し
て
居
る

の
と
相
違
し
て
、
其
の
反
映
な
る
太
歳
の
所
在
を
示
し
て
居
る
こ
と
と
、
⑵
涒
灘
が
申
の
異
名
で
あ
っ
て
、
此
の
如
き
場
合
に

於
て
左
伝
国
語
漢
書
に
用
い
ら
れ
る
十
二
次
の
名
称
と
異
な
る
こ
と
と
、
⑶
太
歳
の
所
在
に
つ
い
て
此
の
如
き
記
法
を
用
い
る

の
は
後
漢
の
末
か
ら
現
わ
れ
て
来
る
も
の
で
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
於
て
は
「
太
歳
在
」「
青
龍
在
」「
天
一
在
」「
太
陰
在
」「
歳

陰
在
」
と
記
し
た
も
の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
と
、
⑷
顓
頊
暦
の
暦
元
が
甲
寅
歳（
現
行
法
で
は
乙
卯
）で
あ
っ
てB

.C
.1506

に
当
り
、
此
の
暦
元
は
古
暦
に
於
てB

.C
.4926

甲
寅
歳
を
取
っ
て
居
た
も
の
か
ら
、
呂
氏
春
秋
の
著
者
な
る
呂
不
韋
が
其
の
一

部
を
断
取
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
呂
氏
春
秋
の
中
に
此
の
紀
年
法
と
齟
齬
し
た
も
の
は
殆
ど
有
り
得

べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
、
⑸
此
の
暦
元
か
ら
推
せ
ば
秦
八
年
は
辛
酉
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
秦
代
の
実

録
と
認
め
ず
、
後
漢
時
代
の
挿
入
と
し
、
左
伝
国
語
の
も
の
は
前
に
述
べ
た
理
由
に
よ
っ
て
前
漢
時
代
の
挿
入
と
す
る
。
そ
れ

故
に
自
分
が
支
那
の
紀
年
法
の
正
確
な
る
資
料
と
し
て
採
用
す
る
所
の
中
で
最
も
古
い
も
の
は
、
賈
誼
の
鵬
鳥
賦
に
あ
る
も
の

で
あ
る
。
然
る
と
き
は
、
左
伝
国
語
、
呂
氏
春
秋
の
記
事
を
根
拠
と
し
て
木
星
紀
年
法
の
起
原
を
説
くS

au
ssu

re

新
城
博
士
は

共
に
誤
謬
に
陥
っ
て
居
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

木
星
紀
年
法
の
創
始
者
　
木
星
紀
年
法
が
発
生
し
た
と
認
む
べ
き
戦
国
時
代
の
天
文
学
者
で
、
史
記
の
天
官
書
に
伝
え
ら

れ
る
も
の
は
、
齊
の
甘
公
、
楚
の
唐
昧
、
趙
の
尹
皐
、
魏
の
石
申
の
四
人
で
あ
る
が
、
其
の
中
で
著
名
な
も
の
は
甘
公
石
申
で

あ
る
。
同
書
に
甘
石
暦
五
星
法
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
思
う
に
支
那
の
木
星
紀
年
法
は
此
等
の
学
者
の
始
め
て
唱
え
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
其
の
生
存
年
代
は
詳
に
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

マ
ス
ペ
ロ
の
説
　
最
近
に
至
っ
てH

en
ri

M
asp

ero

氏
は
支
那
と
西
方
と
の
交
通
が
ペ
ル
シ
ヤ
帝
国
の
時
代
か
ら
隊
商
に
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よ
っ
て
漸
く
開
か
れ
、
西
紀
前
四
世
紀
即
ち
戦
国
時
代
に
於
て
秦
が
西
戎
の
間
に
勢
を
張
り
、
隴
西
の
地
を
収
め
て
臨
洮
に
進

出
し
た
頃
か
ら
、
一
層
密
度
を
加
え
た
も
の
と
し
、
此
の
大
勢
に
乗
じ
て
、
西
方
の
占
星
術
、
錬
金
術
、
医
術
等
が
、
ペ
ル
シ

ヤ
の
冒
険
的
学
者
等
に
よ
っ
て
支
那
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
居
る
。
こ
れ
はS

au
ssu

re

の
西
紀
前
四
世
紀
に
支
那
固
有

の
天
文
学
が
新
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
と
い
う
説
を
参
酌
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
此
の
前
四
世
紀
に
於
て
支
那
の
天
文
学
が
西
方

か
ら
伝
来
し
た
と
す
る
こ
と
は
自
分
の
説
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
の
伝
来
の
年
代
に
つ
い
て
は
ペ
ル
シ
ヤ
帝
国
時
代
と

す
る
と
其
の
滅
亡(B

.C
.331)

以
後
と
す
る
と
の
差
が
あ
る
。

カ
リ
ポ
ス
暦
の
基
礎
　
そ
こ
で
尚
考
を
進
め
て
見
れ
ば
、
カ
リ
ポ
ス
の
作
っ
た
暦
法
はB

.C
.330

を
以
て
其
の
第
一
年
と
は

し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
はB

.C
.373

に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
天
文
学
の
知
識
を
得
て
帰
っ
た
ユ
ー
ド
ク
サ
ス
の
考
案
を
潤
色
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
其
の
基
礎
の
知
識
は
ユ
ー
ド
ク
サ
ス
の
既
に
所
有
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
カ
リ
ポ
ス
暦

は
七
十
六
年
を
週
期
と
す
る
も
の
で
、
其
の
基
礎
は
一
年
を
三
百
六
十
五
日
四
分
の
一
と
す
る
こ
と
と
、
十
九
年
に
七
個
の
閏
月

を
置
く
こ
と
と
で
あ
る
。
十
九
年
に
七
閏
を
置
く
こ
と
は
、
普
通
の
伝
え
で
は
　ギ

リ
シ
ャ

希
臘　
の
メ
ト
ン
が
創
め
た
も
の
で
、B

.C
.432

に

於
て
施
行
さ
れ
た
と
な
っ
て
居
る
が
、
エ
ー
ド
ク
サ
ス
以
前
に
は
八
年
三
閏
法
が
行
わ
れ
て
居
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
居
る
か
ら
、

そ
れ
に
は
疑
を
挟
む
べ
き
余
地
が
あ
る
。
英
国
のF

oth
erin

gh
am

の
説
に
拠
れ
ば
、(“O

b
servatory.”

1928)

此
の
知
識
は
西

紀
前
四
世
紀
の
初
の
頃
に
於
て
、
春
分
点
を
改
測
し
た
と
こ
ろ
の
バ
ビ
ロ
ン
の
学
者
キ
デ
ナ
ス
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
又
三

百
六
十
五
日
四
分
の
一
の
知
識
は
十
二
宮
と
共
に
ユ
ー
ド
ク
サ
ス
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
伝
来
し
た
と
言
わ
れ
て
居
る
。
こ
れ
は
シ

リ
ウ
ス
年
と
呼
ぶ
も
の
で
、
此
の
頃
既
に
エ
ジ
プ
ト
に
も
バ
ビ
ロ
ン
に
も
知
ら
れ
て
居
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
此
の
時
代

に
於
て
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ヤ
の
学
術
に
互
に
密
接
な
る
関
係
を
保
っ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ー
ド
ク
サ
ス
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が
十
九
年
七
閏
法
を
シ
リ
ウ
ス
年
と
共
に
エ
ジ
プ
ト
か
ら
、
持
ち
帰
っ
て
、
カ
リ
ポ
ス
暦
法
の
基
礎
を
置
い
た
と
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
溯
っ
て
は
カ
リ
ポ
ス
暦
法
の
基
礎
の
知
識
を
バ
ビ
ロ
ン
の
学
者
に
帰
す
る
こ
と
も
出
来
る
の
で
あ

る
。F

oth
erin

gh
am

は
既
に
カ
リ
ポ
ス
の
暦
法
を
以
て
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
学
の
知
識
を
借
り
て
作
ら
れ
た
も
の
と
論
じ
て
居
る

の
で
あ
る
。

カ
リ
ポ
ス
暦
と
支
那
古
暦
と
の
一
致
　
カ
リ
ポ
ス
の
暦
法
はB

.C
.330

に
於
て
夏
至
と
朔
と
が
合
一
す
る
所
を
暦
元
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
ト
レ
ミ
ー
の
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
に
あ
る
此
の
暦
の
四
個
の
日
附
に
よ
っ
て
、
其
れ
等
の
日
が
属
す
る
月
の
朔
を

求
め
れ
ば
、
次
の
結
果
を
得
る
。
前
の
三
個
は
真
朔
に
合
し
、
後
の
一
個
は
其
の
月
を
小
と
す
れ
ば
一
日
後
れ
、
大
と
す
れ
ば

二
日
後
れ
て
居
る
。

B
.C
.295

（
カ
リ
ポ
ス
暦
第
一
部
第
三
十
六
年
）,P

oseid
eon

　
　1.=

X
II

26

　
（
丁
巳
）　
真
朔
合
。

B
.C
.294

（
同
　
　
　
　
同
　
　
同
　
　
　
　
）,E

lap
h
eb

olion
1.=

II
23

（
丙
戌
）　
真
朔
合
。

B
.C
.283

（
同
　
　
　
　
同
　
　
第
四
十
七
年
）,A

n
th
esterion

1.=
I
22

（
壬
子
）　
真
朔
合
。

B
.C
.283

（
同
　
　
　
　
同
　
　
第
四
十
八
年
）,P

yan
ep
sion

1.=
X

15
or

16

（
戊
寅
又
は
己
卯
）　
真
朔X

14.

又
支
那
の
古
暦
はB

.C
.4926

と
、
そ
れ
よ
り4560

を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
るB

.C
.366

と
の
立
春
と
朔
と
合
一
す
る
日
を
仮
装

的
暦
元
と
し
、B

.C
.1567

若
し
く
はB

.C
.427

の
初
に
於
て
冬
至
と
朔
と
が
夜
半
に
合
す
る
点
を
真
の
計
算
の
基
点
と
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
其
の
方
法
に
よ
っ
て
、
此
等
の
月
に
相
当
す
る
月
の
朔
を
求
め
れ
ば
次
の
結
果
を
得
る
。

周
赧
王
　
二
十
年
、
周
正
閏
十
二
月
丁
巳
朔
。

同
　
　
二
十
一
年
、
周
正
三
月
丙
戌
朔
。
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同
　
　
三
十
二
年
、
周
正
二
月
壬
子
朔
。

同
　
　
三
十
二
年
、
周
正
十
一
月
戊
寅
朔
。

両
者
の
暦
面
上
の
朔
は
一
致
し
て
居
る
。
此
の
暦
法
は
三
百
十
年
に
し
て
朔
に
一
日
の
差
を
生
じ
、百
二
十
八
年
に
し
て
冬
至
又

は
夏
至
に
一
日
の
差
を
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
如
き
一
致
を
見
る
以
上
は
、
両
者
製
作
の
基
礎
と
な
っ
た
観
測
が

同
一
年
代
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
支
那
の
古
暦
に
よ
っ
て
そ
れ
を
現
今
の
計
算
に
照
し
て
其
の
基
礎
と
な
っ

た
観
測
年
代
を
求
む
れ
ば
、
そ
れ
はB

.C
.427

の
初
に
於
て
冬
至
と
朔
と
が
殆
ど
同
時
刻
に
起
る
所
か
らB

.C
.352

ま
で
に
亘
る

七
十
六
年
中
の
或
る
必
要
な
る
期
間
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、
支
那
の
冬
至
点
が
測
定
さ
れ
た
年
代
と
も
一
致
し
、
又
キ
デ
ナ

ス
が
春
分
点
を
改
測
し
た
年
代
と
も
一
致
す
る
。
然
る
と
き
は
カ
リ
ポ
ス
暦
の
暦
元
も
ま
た
仮
装
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
真
の

計
算
の
基
点
は
支
那
の
も
の
と
符
合
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
カ
リ
ポ
ス
が
ユ
ー
ド
ク
サ
ス
の
考
案
を
潤
色
し
た
と

い
う
の
は
此
の
仮
装
的
暦
元
を
定
め
た
こ
と
を
指
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
此
の
如
く
し
て
、
カ
リ
ポ
ス
暦
と
支
那
の
古
暦

と
が
其
の
基
礎
と
す
る
観
測
の
年
代
と
其
の
組
織
の
実
質
と
を
同
一
と
し
て
、
し
か
も
各
仮
装
的
暦
元
を
設
け
て
第
二
次
的
の

作
物
で
あ
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
以
上
、
両
暦
の
実
質
を
構
成
す
る
根
本
の
知
識
が
最
初
バ
ビ
ロ
ン
に
起
り
、
そ
れ
が
　ギ

リ
シ
ャ

希
臘　
へ

伝
わ
っ
た
傍
に
、
支
那
へ
も
亦
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
然
る
と
き
は
そ
の
支
那
に
伝
来
し
た
の

を
ば
必
ず
し
も
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ア
の
ペ
ル
シ
ヤ
征
服
後
と
限
ら
な
く
て
も
宜
し
い
。

木
星
紀
年
法
制
定
の
上
限
に
関
す
る
自
説
の
訂
正
　
此
の
如
く
考
え
来
っ
た
と
き
、
此
の
支
那
の
最
古
の
暦
法
の
中
に
摂

取
さ
れ
て
居
る
と
こ
ろ
の
木
星
紀
年
法
の
起
原
を
ば
如
何
に
処
置
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
自
分
が
先
に
支
那
の
木
星
紀
年
法
を

以
て
、B

.C
.330

を
上
限
と
し
て
大
抵B

.C
.300

附
近
の
実
測
に
本
づ
い
た
も
の
が
あ
る
と
し
た
の
は
、
木
星
紀
年
法
の
作
者
の
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意
を
推
測
し
て
、
木
星
の
一
年
間
の
行
程
の
半
分
以
上
が
星
紀
の
中
に
あ
る
と
き
は
そ
れ
を
星
紀
の
年
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
と

考
え
た
こ
と
に
拠
る
。
し
か
し
尚
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
此
の
如
く
限
局
す
る
に
及
ば
な
い
。
木
星
の
一
年
間
の
行
程
が
常
に

一
次
の
初
か
ら
終
ま
で
の
所
に
正
し
く
収
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
観
測
を
行
う
も
の
の
容
易
に
知
り
得
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
木
星
の
週
期
を
正
し
く
十
二
年
と
し
て
一
年
に
一
次
を
行
く
と
す
る
の
は
、
支
那
古
代
の
占
星
術
家
が
十
二
の
数
に
神

秘
的
意
義
を
与
え
た
為
で
あ
っ
て
、
占
星
術
の
為
に
観
測
の
結
果
を
犠
牲
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
星
の
真
の
週
期
が

約
二
十
九
年
半
な
る
に
も
拘
ら
ず
、
此
の
占
星
術
家
は
二
十
八
宿
の
数
に
附
會
し
て
そ
れ
を
二
十
八
年
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

も
考
え
ら
れ
る
。
此
の
如
き
主
義
の
下
に
木
星
紀
年
法
を
製
作
し
た
人
は
、
木
星
を
星
紀
に
居
ら
し
め
る
こ
と
を
占
星
術
の
組

織
上
に
便
利
で
あ
る
と
考
え
た
年
に
於
て
、
木
星
が
其
の
年
の
終
か
或
は
其
の
年
の
始
に
少
し
で
も
星
紀
の
中
に
在
れ
ば
、
そ

れ
で
満
足
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
此
の
要
件
に
合
す
る
年
代
の
上
限
を
求
め
れ
ば
次
の
如
き
結
果
を
得
る
。

前
年
の
終
の
冬
至
に
於
け
る
同
計
算
か
ら
得
た

年
暦
法
上
の
位
置（
星
紀
初
）　

木
星
の
平
均
位
置

差

B
.C
.

378
255 ◦

222. ◦09
−
32. ◦91

〃
366

〃
226.

45
−
28.

55

〃
354

〃
230.

81
−
24.

19

〃
342

〃
235.

17
−
19.

83
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B
.C
.

330
〃

239.
51

−
15.

49

〃
318

〃
243.

87
−
11.

13

〃
306

〃
248.

22
−

6.
87

〃
294

〃
252.

58
−

2.
42

木
星
の
一
年
の
行
程
は30. ◦34

で
あ
る
か
ら
、B

.C
.378

に
於
て
は
ま
だ
星
紀
に
到
ら
ず
、B

.C
.366

の
終
に
於
て
少
し
く
星
紀

に
入
る
こ
と
と
な
る
。
然
る
と
き
は
、
支
那
の
木
星
紀
年
法
が
本
づ
く
と
こ
ろ
の
実
測
の
期
間
の
上
限
を
ば
、
其
の
順
序
の
第

一
な
る
星
紀
の
年
を
取
っ
て
、B

.C
.366

と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
前
四
世
紀
に
於
て
は
、
バ
ビ
ロ
ン
に
於
け
る
惑
星
の
知
識
が

精
密
に
な
り
、
日
月
と
五
個
の
惑
星
と
の
作
用
を
本
と
し
た
占
星
術
が
大
な
る
発
達
を
遂
げ
た
。
木
星
が
八
十
三
年
に
七
周
天

し
、
土
星
が
五
十
九
年
に
二
周
天
す
る
等
の
こ
と
は
、
此
の
時
代
に
バ
ビ
ロ
ン
で
知
ら
れ
て
居
た
。
そ
れ
は
セ
リ
ュ
ー
コ
ス
紀

元(B
.C
.312)

以
後
の
毎
年
の
惑
星
の
位
置
を
記
入
し
た
表
が
バ
ビ
ロ
ン
の
発
掘
物
中
に
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
せ
ら
れ
る
。

此
等
の
週
期
は
殆
ど
精
密
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
と
き
は
暦
法
に
伴
な
っ
て
木
星
の
知
識
も
ま
た
支
那
に
輸
入
さ
れ
、
此

の
両
者
が
結
合
せ
ら
れ
て
、
支
那
の
古
暦
に
於
け
るB

.C
.366

の
仮
装
的
暦
元
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
ア
レ
キ
サ

ン
ド
ル
の
ペ
ル
シ
ヤ
征
服
以
前
に
於
て
此
等
の
知
識
が
ペ
ル
シ
ヤ
の
冒
険
的
学
者
等
に
よ
っ
て
支
那
へ
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
こ

と
も
決
し
て
無
理
な
こ
と
で
は
な
い
。
支
那
の
諸
国
で
西
方
に
最
も
接
近
し
て
居
る
も
の
は
秦
で
あ
る
。
秦
は
も
と
渭
水
の
上

流
に
あ
っ
て
今
の
甘
粛
省
に
属
す
る
秦
州
か
ら
起
っ
た
も
の
で
、
其
の
後
に
至
っ
て
東
の
方
陝
西
省
の
地
に
移
り
、
雍
に
都
し

た
が
、
春
秋
時
代
に
は
穆
公
が
西
戎
に
覇
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
又
戦
国
の
中
頃
ま
で
の
時
代
に
於
て
、
秦
に
接
壌
す
る
敵
国

と
し
て
は
、
西
北
に
は
義
渠
が
あ
り
、
南
に
は
蜀
が
あ
り
、
東
に
は
魏
が
あ
っ
た
が
、
秦
州
の
西
に
続
く
隴
西
の
地
方
に
は
何
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等
の
著
し
い
も
の
が
な
い
か
ら
、
其
の
地
方
は
大
体
に
於
て
常
に
秦
の
勢
力
範
囲
に
属
し
て
居
た
の
で
、
特
に
前
四
世
紀
の
中

頃
に
孝
公
が
国
勢
を
振
起
し
た
時
か
ら
益
々
其
の
傾
向
を
大
に
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
然
る
と
き
はM

asp
ero

氏
の
説
は
成

立
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
天
文
学
の
伝
来
が
ペ
ル
シ
ヤ
の
滅
亡
よ
り
前
で
あ
る
と
断
定
す
べ
き
根
拠
も
亦
無
い
の
で
あ
る
。

天
周
に
十
二
支
を
配
当
す
る
こ
と
の
初
　S

au
ssu

re

は
十
二
次
の
名
称
を
以
て
冬
至
点
が
玄
枵
の
中
央
に
存
在
し
た
堯
の

時
代
に
成
立
し
た
も
の
と
し
、
玄
枵
の
語
義
か
ら
し
て
其
の
理
由
を
導
き
来
っ
た
。
其
の
説
に
拠
れ
ば
玄
は
北
方
の
色
で
、
陰
を

意
味
し
、
枵
は
空
虚
を
意
味
し
、
冬
至
は
陰
気
の
極
で
陽
気
の
空
虚
に
な
っ
た
時
で
あ
る
か
ら
、
此
の
名
称
は
冬
至
に
深
い
関
係

が
あ
り
、
此
の
区
劃
を
十
二
支
の
始
な
る
子
に
当
て
て
あ
る
の
は
、
此
処
に
冬
至
点
が
あ
る
こ
と
に
本
づ
く
の
で
あ
る
。
玄
枵
の

中
央
に
冬
至
点
が
あ
る
年
代
は
西
紀
前
二
十
四
世
紀
頃
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
堯
の
時
代
に
当
る
。S

au
ssu

re

は
こ
れ
を
以
て

堯
の
時
代
に
十
二
次
が
成
立
し
木
星
紀
年
法
も
亦
起
っ
た
こ
と
の
証
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
支
那
で
冬
至
点
を
玄
枵
の
中
央
と

し
た
記
録
は
一
も
存
在
し
な
い
。
冬
至
点
の
知
識
の
最
も
古
い
も
の
は
そ
れ
が
二
十
八
宿
中
の
牽
牛
の
初
度（β

C
ap

ricorn
i

の

附
近
）即
ち
星
紀
の
中
央
点
に
存
在
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
紀
前
四
百
年
頃
の
観
測
に
本
づ
く
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

玄
枵
な
る
語
に
冬
至
の
意
義
を
含
有
す
る
と
い
う
の
は
、
臆
測
に
過
ぎ
な
い
。
玄
は
北
方
を
指
し
、
枵
は
虚
の
意
義
で
、
此
の

区
劃
の
中
に
含
ま
れ
た
二
十
八
宿
中
の
虚
宿
の
名
に
因
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
十
二
次
の
名
の
中
で
二
十
八
宿
に
因
ん
だ
も
の
が

あ
る
こ
と
は
、
降
婁
が
婁
宿
と
関
係
あ
る
こ
と
も
其
の
一
例
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
の
名
は
必
ず
し
も
冬
至
点
に
関
係
が
あ
る
も

の
と
速
断
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
又
十
二
支
の
古
法
は
星
紀
に
木
星
が
居
る
年
を
寅
と
し
て
、
そ
れ
を
十
二
支
の
第
一
と
す

る
の
で
、
子
を
第
一
と
す
る
の
は
後
に
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
其
の
上
に
又
十
二
次
は
星
紀
の
中
央
な
る
牽
牛
初
度
の
冬
至
点

を
標
準
と
し
て
分
割
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
四
世
紀
よ
り
以
前
に
そ
れ
が
成
立
し
て
居
た
と
い
う
確
乎
た
る
証
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拠
は
全
く
無
い
の
で
あ
る
。

印
度
の
木
星
紀
年
法
　
支
那
の
木
星
紀
年
法
の
起
原
を
西
方
に
尋
ね
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
印
度
に
伝
わ
っ
た
此
の
種
の
知

識
の
研
究
を
閑
却
し
て
置
く
こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
印
度
に
於
て
は
、
支
那
と
類
似
し
た
木
星
紀
年
法
が
太
古
か
ら

存
在
し
た
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
二
分
二
至
の
点
を
一
の
区
劃
の
中
央
に
置
く
様
に
し
て
天
を
十
二
の
区
劃
に
分

ち
、
木
星
は
一
年
の
間
に
一
の
区
劃
を
経
過
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
支
那
の
十
二
次
の
区
劃
法
及
び
木
星
の
所
在

を
指
示
す
る
方
法
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
そ
し
て
満
月
が
同
一
次
の
間
に
現
わ
れ
る
の
を
同
一
の
月
と
し
て
其
の
次
の
名
を
以

て
直
に
其
の
月
の
名
と
す
る
。
そ
こ
で
支
那
と
印
度
と
の
十
二
次
の
名
称
を
対
照
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
、
星
　
　
紀
　Â

sh
âd. h

a.

　
二
、
玄
　
　
枵
　Ŝ

râvan. a.

　
三
、
娵
　
　
訾
　B

h
âd

rap
ad. a

　
四
、
降
　
　
婁
　Â
śvay

u
a.

　
五
、
大
　
　
梁
　K

ârttika.

　
六
、
実
　
　
沈
　M

ârgaś̂ırsh
a.

　
七
、
鶉
　
　
首
　P

au
sh
a.

　
八
、
鶉
　
　
火
　M

âgh
a.

　
九
、
鶉
　
　
尾
　P

h
âlgu

n
a.

　
十
、
壽
　
　
星
　C

h
aitra.
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十
一
、
大
　
　
火
　V

aísak
h
a.

十
二
、
析
　
　
木
　J

yaish
t. h
a.

印
度
の
古
代
に
於
け
る
春
分
点
又
は
冬
至
点
の
知
識
は
種
々
に
伝
え
ら
れ
又
論
ぜ
ら
れ
て
居
る
が
、
自
分
の
嘗
て
研
究
し
た
結

果
に
拠
れ
ば
、
其
等
の
中
で
信
憑
す
べ
き
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
春
分
点
を
二
十
八
宿
中
のR

evat̂ı

の
終
点
でÂ

śv
in̂
ın

の

初
点
に
あ
る
と
す
る
も
の
よ
り
古
い
も
の
は
な
い
。Â
śv
îı

は
支
那
の
婁
宿
、
西
洋
のA

ries

（
牡
羊
）に
当
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
西
紀
前
四
世
紀
の
初
頃
に
測
定
さ
れ
た
と
認
む
べ
き
も
の
で
、
バ
ビ
ロ
ン
に
於
て
春
分
点
が
改
測
さ
れ
、
支
那
の
冬
至
点
が

決
定
さ
れ
た
年
代
と
一
致
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
其
の
他
の
も
の
は
皆
こ
れ
か
ら
脱
化
し
た
仮
装
的
の
も
の
で
あ
る
。
然

る
と
き
は
印
度
の
十
二
次
は
支
那
の
十
二
次
と
重
ね
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。
印
度
の
木
星
紀
年
法
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
っ
て
、

一
は
十
二
年
を
週
期
と
す
る
も
の
、
一
は
約
八
十
五
年
に
一
次
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
前
の
方
法
は
古
法
で
、
後
の
方
法
は

晩
出
の
も
の
で
あ
る
。Â

sh
âd. h

a,
Ś
râvan. a

等
の
名
称
は
、
其
等
の
区
劃
の
中
に
含
ま
れ
る
二
十
八
宿（
又
は
二
十
七
宿
）中
の

主
な
る
星
座
の
名
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
木
星
紀
年
法
で
は
此
等
の
名
称
にM

ah
â

を
冠
し
て
、M

ah
â
Ś
râvan. a

の
歳
等

と
呼
ぶ
。
印
度
で
は
此
等
の
十
二
の
歳
名
の
他
に
又
六
十
の
歳
名
を
用
い
て
、
木
星
六
十
年
の
週
期
を
作
っ
て
居
る
。
こ
れ
も

亦
支
那
で
六
十
年
の
週
期
を
作
る
の
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
木
星
の
印
度
名
はB

r. ih
asp

at̂ı

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
最
高

の
神
な
るB

rah
m
â

（
梵
天
）と
同
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
木
星
紀
年
法
を
ば
、B

r. ih
asp

at̂ı-S
aṁ

vatsara-C
h
ak

ra

と
呼
ぶ
。

こ
れ
も
亦
支
那
の
太
歳
が
天
神
中
の
最
も
尊
貴
な
る
も
の
と
称
せ
ら
れ
る
の
に
比
較
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
但
し
支
那
で
は
木

星
と
反
対
に
運
行
す
る
太
歳
を
用
い
る
が
、
印
度
で
は
直
に
木
星
を
取
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
支
那
の
も
の
と
著
し
く
相
違
す
る

点
で
あ
る
。
印
度
の
木
星
紀
年
法
で
は
、M

ah
â
Ś
râvan. a

（
玄
枵
の
歳
）を
十
二
年
又
は
六
十
年
の
週
期
の
第
一
年
と
す
る
。
六
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十
年
の
週
期
の
方
で
は
、
其
の
第
一
年
をP

rab
h
ava

と
呼
び
、
第
二
年
か
ら
以
下
盡
く
別
の
名
を
附
け
て
あ
る
。
そ
れ
は
支
那

で
十
干
と
十
二
支
と
を
組
合
せ
た
も
の
と
相
違
し
て
居
る
。
こ
れ
は
現
今
ま
で
継
続
し
て
使
用
さ
れ
て
居
て
、
古
い
紀
年
法
の

方
で
は
、A

.D
.1927

が
　あ

た
か恰　もP

rab
h
ava

に
当
る
。
此
の
年
か
ら
溯
っ
て
、
西
紀
前
四
世
紀
ま
で
の
間
にP

rah
ava

即
ちM

ah
â

Ś
râvan. a

の
歳
に
、
木
星
の
真
実
の
位
置
がŚ

râvan. a

の
区
劃
と
合
す
る
年
を
探
れ
ば
、
其
の
最
も
古
い
も
の
はB

.C
.174

で
あ

る
。Ś

râvan. a

の
中
点
は
、
古
代
の
暦
書
な
るJ

yotish
a-V

ed
âṅ

ga

の
中
に
、
冬
至
点
と
規
定
し
て
あ
る
が
、
前
四
世
紀
頃
の
冬

至
点
か
ら
は
東
の
方
へ
約
一
次
程
離
れ
て
居
る
。Ś
râvan. a

の
区
劃
は
二
十
八
宿
中
のŚ

ravan. a

星
座
か
ら
其
の
名
を
得
た
の
で

あ
る
が
、
此
の
星
座
の
主
要
部
分
は
不
思
議
に
も
其
の
前
隣
な
るÂ

sh
âd. h

a

の
中
に
あ
る
。
そ
れ
は
今
のA

q
u
ila

（
鷲
座
）に
当

る
も
の
で
、
此
の
座
の
目
標
と
な
る
大
星α

A
q
u
ilae

の
辺
は
前
四
世
紀
頃
の
冬
至
点
の
所
在
で
あ
っ
て
、
　あ

た
か恰　もŝh

âd. h
a

の
中
央

に
当
る
。
さ
れ
ばJ

yotish
a-V

ed
âṅ

ga
の
中
にŚ

rav
ish

t. h
â

宿
の
初
点（Ś

râvan. a

の
中
央
に
当
る
）を
冬
至
点
と
規
定
し
て
居
る

の
は
、
仮
装
的
の
も
の
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
は
、
後
段
に
述
べ
る
所
の
、
五
年
週
期
の
暦
法
の
第
一
年
を
木
星
がÂ

sh
âd. h

a

に
居

る
歳
か
ら
引
離
し
てŚ

râvan. a

に
居
る
歳
に
結
合
さ
せ
た
為
に
、
前
者
の
中
に
あ
っ
た
冬
至
点
を
便
宜
上
後
者
の
中
に
移
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。J
yotish

a

は
、M

ax
M
ü
ller

の
説
に
拠
れ
ば
、
前
三
百
年
以
後
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
然
る
と
き

はJ
yotish

a

の
規
定
を
以
て
必
ず
し
も
真
にŚ

râvan. a

の
中
央
に
冬
至
点
が
あ
っ
た
遙
な
る
上
古
に
於
て
成
立
し
た
も
の
と
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。
此
の
仮
装
的
冬
至
点
を
根
拠
と
し
て
、
印
度
の
天
文
学
の
組
織
の
成
立
年
代
をB

.C
.1181

等
の
上
古
に
置

こ
う
と
す
るW

illiam
J
on

es

等
の
説
は
確
な
も
の
で
は
な
い
。M

ax
M
ü
ller

が
そ
れ
を
信
じ
な
か
っ
た
の
は
卓
見
で
あ
る
。

印
度
の
木
星
紀
年
法
と
殷
暦
と
の
比
較
　
印
度
の
十
二
次
がÂ

śv
in̂
ı

の
初
点（
今
のA

rietis

の
辺
と
推
定
さ
れ
る
）に
春
分

点
が
あ
り
、
従
っ
てŚ

ravan. a

宿
の
大
星
の
附
近
に
冬
至
点
の
あ
っ
た
時
に
区
劃
さ
れ
た
こ
と
が
明
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
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は
前
四
世
紀
の
初
の
頃
の
こ
と
と
決
定
さ
れ
る
。
木
星
紀
年
法
は
木
星
が
此
の
十
二
次
の
上
を
、
冬
至
か
ら
次
の
冬
至
ま
で
に

亘
る
一
年
の
間
に
、
一
次
の
初
か
ら
終
ま
で
進
む
も
の
と
規
定
し
て
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
十
二
次
の
成
立
に
伴
っ
て
同
一
年
代

に
起
っ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
十
二
次
が
前
三
世
紀
に
存
在
し
た
こ
と
はA

śoka

王
の
碑
文
の
中
に
、
此
の
十
二
次
の

名
に
本
づ
い
た
月
の
名
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。（前
四
世
紀
以
前
の
こ
と
と
し
て
記
載
し
た
も
の
の
中
に
同
じ
月

名
が
現
わ
れ
る
の
は
別
に
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。）然
る
と
き
は
、B

.C
.174

に
於
て
木
星
の
真
の
位
置
と
歳
名
と
が
符
合
す
る
事

実
は
此
の
頃
に
於
て
紀
年
法
の
変
更
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
支
那
に
於
て
秦
以
前
か
ら
行
わ
れ
た
歳
名
が
漢

代
に
出
来
た
殷
暦
に
於
て
一
年
移
動
さ
れ
た
こ
と
と
比
較
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。B

.C
.174

は
漢
の
文
帝
の
六
年
で
、
殷
暦
で
は
丁

卯
に
当
り
、
木
星
が
玄
枵
に
居
る
と
定
め
ら
れ
、
顓
頊
暦
で
は
庚
寅
に
当
り
、
木
星
が
星
紀
に
居
る
と
定
め
ら
れ
た
年
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
印
度
の
紀
年
法
と
此
の
殷
暦
の
も
の
と
は
偶
然
に
も
暗
合
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
殷
暦
紀
年
法
は
、
漢
初
の
実
測
に

よ
っ
て
、
顓
頊
暦
紀
年
法
を
一
年
移
動
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
印
度
の
紀
年
法
も
亦
支
那
と
同
様
に
、
前
二
世
紀
頃
の
実
測

に
よ
っ
て
、
其
れ
よ
り
以
前
か
ら
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
紀
年
法
に
、
或
る
変
更
を
加
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
支

那
の
殷
暦
の
場
合
の
如
く
歳
名
を
変
じ
た
か
、
或
は
歳
名
を
動
か
さ
ず
し
て
、
そ
れ
に
配
合
す
る
木
星
の
宿
次
を
移
し
た
か
の

何
れ
か
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

印
度
の
六
十
年
週
期
と
支
那
の
十
干
十
二
支
　
印
度
に
於
て
用
い
る
と
こ
ろ
の
六
十
年
の
週
期
は
支
那
で
十
干
を
十
二
支

に
配
合
し
た
も
の
と
異
な
っ
て
太
陰
太
陽
暦
に
於
け
る
五
年
の
週
期
を
木
星
十
二
年
の
週
期
に
配
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
五
年

の
週
期
は
、J

yotish
a

に
よ
れ
ば
、
其
の
第
一
年
を
冬
至
と
朔
と
が
合
す
る
日
か
ら
起
し
て
、
其
の
日
数
を
三
百
六
十
六
日
と
し
、

五
年
の
間
に
二
個
の
閏
月
を
置
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
支
那
に
伝
わ
っ
た
十
九
年
七
閏
法
よ
り
は
疎
雑
で
あ
る
が
、
計
算
に
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は
極
め
て
簡
便
で
あ
る
。
そ
し
て
恒
星
年
、
恒
星
月
、
朔
望
月
と
三
十
日
を
一
月
と
す
る
便
宜
上
の
規
定
と
を
統
一
す
る
と
こ

ろ
の
巧
妙
な
る
組
織
で
あ
る
。
此
の
五
年
の
週
期
と
の
配
合
の
上
に
六
十
の
歳
名
が
固
定
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
歳
名

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
且
つ
又
六
十
の
歳
名
と
十
二
次
の
名
称
と
は
其
の
意
義
の
上
に
於
て
全
く
連
絡
が
な
い

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
木
星
の
実
際
の
観
測
の
上
か
ら
し
て
移
動
を
行
う
必
要
を
生
じ
た
時
に
は
、
歳
名
を
ば
其
儘
に
し
て
、

十
二
次
の
方
を
動
か
す
の
を
便
利
と
す
る
。
此
の
如
き
見
地
か
ら
し
て
、B

.C
.174

以
前B

.C
.400

ま
で
の
間
に
於
て
、
印
度
の

六
十
年
週
期
の
第
一
年
な
るP

rab
h
ava

に
当
る
年
を
求
め
れ
ば
、B

.C
.234,

294,
354

を
得
る
。
此
等
の
年
に
於
け
る
木
星
の

真
の
位
置
は
皆Ś

râvan. a

（
玄
枵
）の
前
な
るÂ
sh
âd. h

a

（
星
紀
）と
合
す
る
。
殊
に
其
の
最
も
よ
く
合
す
る
の
はB

.C
.294

で
あ
る
。

六
十
年
の
週
期
の
第
一
年
は
即
ち
十
二
年
週
期
の
第
一
年
で
あ
る
か
ら
、
前
四
世
紀
に
定
め
ら
れ
た
十
二
次
の
第
一
はÂ

sh
âd. h

a

と
な
っ
て
居
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
支
那
の
古
暦
の
紀
年
法
か
ら
推
せ
ば
、B

.C
.354

に
は
木
星
は
十
二
次
の
第
一
た
る
星
紀
に

居
り
、
其
の
反
映
た
る
太
歳
は
十
二
支
の
第
一
た
る
寅
に
居
る
。
星
紀
は
即
ちÂ

sh
âd. h

a

の
上
に
重
な
る
。
然
る
と
き
は
、
印

度
の
木
星
紀
年
法
の
最
初
の
も
の
は
支
那
の
最
古
の
暦
法
の
そ
れ
と
其
の
実
質
に
於
て
全
然
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

印
度
と
支
那
と
の
木
星
紀
年
法
の
共
同
の
本
原
　
印
度
と
支
那
と
の
最
古
の
木
星
紀
年
法
は
其
の
実
質
を
同
じ
く
し
て
、
其

の
形
式
を
異
に
す
る
。
さ
れ
ば
、
此
の
如
き
紀
年
法
が
、
両
地
に
於
て
偶
然
に
も
同
一
年
代
に
無
関
係
に
考
察
さ
れ
た
と
見
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
又
両
者
の
一
方
が
成
立
し
て
か
ら
、
他
の
一
方
へ
伝
え
ら
れ
た
と
見
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
両
者
の
共
同
の

本
原
が
別
に
存
在
し
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
西
紀
前
四
世
紀
に
於
て
天
文
学
が
既
に
卓
越
せ
る
発
達
を
為
し
て
居
た

と
こ
ろ
の
バ
ビ
ロ
ン
を
措
い
て
他
に
求
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
従
来
バ
ビ
ロ
ン
の
天
文
学
占
星
術
に
つ
い
て
調
査
さ

れ
た
結
果
に
拠
れ
ば
、
バ
ビ
ロ
ン
で
は
木
星
を
最
高
の
神
と
し
て
居
り
、
前
四
世
紀
に
於
て
木
星
の
週
期
は
殆
ど
精
密
に
知
ら
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れ
て
居
た
が
、
木
星
紀
年
法
を
使
用
し
た
形
跡
は
な
い
。
バ
ビ
ロ
ン
に
は
六
十
年
の
週
期
即
ちS

ossos

が
単
独
に
用
い
ら
れ
て

居
る
が
、
支
那
印
度
で
は
そ
れ
を
木
星
紀
年
法
と
結
合
し
て
居
る
。
バ
ビ
ロ
ン
に
は
十
二
宮
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
半
宮
づ
つ
の

齟
齬
を
為
し
て
木
星
一
年
の
宿
次
に
充
て
る
と
こ
ろ
の
支
那
印
度
の
十
二
次
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い
。
バ
ビ
ロ
ン
の
春
分
点

と
支
那
印
度
の
冬
至
点
乃
至
春
分
点
と
は
同
一
年
代
の
測
定
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
バ
ビ
ロ
ン
で
は
十
二
宮
を
分
割
す
る

に
春
分
点
を
標
準
と
し
、
支
那
印
度
で
は
十
二
次
を
分
割
す
る
冬
至
点
を
標
準
と
し
て
居
る
。
又
バ
ビ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
、
ギ

リ
シ
ヤ
に
は
二
十
八
宿
が
用
い
ら
れ
な
い
が
、
支
那
印
度
に
は
そ
れ
が
用
い
ら
れ
て
居
る
。
支
那
印
度
の
天
文
学
は
バ
ビ
ロ
ン

の
春
分
点
と
、
十
二
宮
と
、S

ossos

と
、
木
星
週
期
の
知
識
と
木
星
を
最
高
の
神
と
す
る
思
想
と
を
根
拠
と
し
、
そ
れ
に
木
星
紀

年
法
と
十
二
次
と
二
十
八
宿
と
が
加
わ
っ
て
、
其
の
基
礎
を
成
立
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
星
紀
年
法
と
十
二
次
と
二

十
八
宿
と
は
支
那
印
度
の
天
文
学
に
於
て
重
要
な
る
職
分
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
支
那
の
木
星
紀
年
法
に
は
カ
リ
ポ
ス
暦
と

共
通
の
起
原
を
有
す
る
七
十
六
年
週
期
の
暦
法
が
結
合
し
て
居
り
、
印
度
の
木
星
紀
年
法
に
は
五
年
週
期
の
暦
法
が
結
合
し
て

居
る
。
支
那
の
木
星
紀
年
法
は
木
星
と
反
対
に
運
行
す
る
太
歳
を
取
っ
て
、
十
二
次
の
外
に
、
そ
れ
と
逆
行
す
る
十
二
支
を
設

け
る
が
、
印
度
に
は
其
の
様
な
事
が
な
い
。
支
那
の
月
名
は
十
二
支
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
北
斗
の
方
向
を
用
い
る
が
、
印
度
の

月
名
は
満
月
の
所
在
を
取
っ
て
、
木
星
の
宿
次
と
同
一
の
名
称
を
用
い
る
。
支
那
の
二
十
八
宿
は
、
恒
星
年
の
日
数
三
百
六
十

五
日
四
分
の
一
を
直
に
天
の
度
数
と
し
て
、
各
宿
の
占
め
る
度
数
を
ば
実
測
に
本
づ
い
て
精
密
に
規
定
し
て
あ
り
、
印
度
で
は

恒
星
月
の
日
数
二
十
七
日
七
時
余
を
取
っ
て
、
二
十
七
宿
を
同
一
の
広
さ
と
し
て
各
一
日
に
相
当
す
る
分
と
し
、
余
の
一
宿
を

七
時
余
に
相
当
す
る
狭
小
の
区
分
と
し
、
通
常
は
此
の
狭
小
な
る
一
宿
を
棄
て
て
二
十
七
宿
の
み
を
用
い
る
。
此
の
如
く
比
較

し
来
れ
ば
支
那
と
即
度
と
に
分
化
し
た
木
星
紀
年
法
と
之
に
伴
う
十
二
次
二
十
八
宿
と
の
組
織
が
、
バ
ビ
ロ
ン
以
外
の
地
に
於
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て
、
バ
ビ
ロ
ン
の
知
識
を
根
拠
と
し
て
作
為
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
支
那
印
度
に
関
係
の
深

い
或
る
地
方
、
恐
ら
く
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
首
都
の
辺
で
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ペ
ル
シ
ヤ
の
古
典
ブ
ン
ダ
ヒ
シ
ユ
経
の
中

に
固
有
の
十
二
次（
或
は
十
二
宮
）二
十
八
宿
が
あ
っ
て
、
ペ
ル
シ
ヤ
最
高
の
神
ア
フ
ラ
マ
ズ
タ
が
創
造
し
又
命
名
し
た
も
の
と

し
て
あ
る
の
は
、
此
の
消
息
を
伝
え
て
居
る
の
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
更
に
一
の
特
色
を
帯
び
て
支
那
に
伝
わ
り
、
又
他
の

特
色
を
帯
び
て
印
度
に
伝
わ
っ
た
の
は
、
大
抵
四
世
紀
の
後
半
で
ペ
ル
シ
ヤ
帝
国
滅
亡
前
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
此

の
年
代
が
　あ

た
か恰　も
バ
ビ
ロ
ン
の
占
星
術
即
ち
所
謂C
h
ald

ean
W

isd
om

の
ギ
リ
シ
ヤ
に
伝
わ
っ
た
年
代
と
一
致
す
る
の
は
、
注
目

に
値
す
る
こ
と
で
あ
る
。

（
昭
和
五
年
十
一
月
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
掲
載
）

•

底
本
に
は
、
飯
島
忠
夫
著
『
支
那
古
代
史
と
天
文
学
』（
恒
星
社
、
一
九
三
九
〔
昭
和
十
四
〕
年
二
月
）
を
使
用
し
た
。

•

読
み
や
す
さ
の
た
め
に
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
か
な
は
新
か
な
に
変
更
し
、
適
宜
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。
た
だ
し
、
一

部
の
漢
字
は
旧
漢
字
の
ま
ま
に
し
た
。

•
P
D
F

化
に
はL AT

E
X
2ε

で
タ
イ
プ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、d

v
ip
d
fm

x

を
使
用
し
た
。

科
学
の
古
典
文
献
の
電
子
図
書
館
「
科
学
図
書
館
」

h
t
t
p
:
/
/
f
o
m
a
l
h
a
u
t
.
w
e
b
.
i
n
f
o
s
e
e
k
.
c
o
.
j
p
/
s
c
i
e
n
c
e
l
i
b
.
h
t
m
l

http://fomalhaut.web.infoseek.co.jp/sciencelib.html
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「
科
学
図
書
館
」
に
新
し
く
収
録
し
た
文
献
の
案
内
、
そ
の
他
「
科
学
図
書
館
」
に
関
す
る
意
見
な
ど
は
、

「
科
学
図
書
館
掲
示
板
」

h
t
t
p
:
/
/
6
3
2
5
.
t
e
a
c
u
p
.
c
o
m
/
m
u
n
e
h
i
r
o
u
m
e
d
a
/
b
b
s

を
御
覧
い
た
だ
く
か
、
書
き
込
み
く
だ
さ
い
。

http://6325.teacup.com/munehiroumeda/bbs

